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諮問を受ける釜田委員長

新米の検査を行う1日検査員のミス弥富

ご当地キャラクターの記念撮影会

小学生と手を繋いで避難をする所児

市長から祝い状を手渡される岡田静子さん

新米初出荷式
８月１０日、あいち海部農協鍋田集出荷場で平成２９年産あいち米初出荷式が行
なわれました。
弥富市は昭和３４年９月の伊勢湾台風で大きな被害を受けたことから、台風の
シーズンになる前に刈り取る「早場米」の生産が盛んに行われ、県下トップで出
荷されます。
今年は７月下旬の日照には恵まれなかったですが、生産者の栽培努力と適切な
乾燥調製による品質管理の結果、作柄は平年並みで、品質はやや小粒ですが良
好とのことで、会場ではさっそく試食会が行われ出席者は弥富の新米に舌鼓を
打っていました。

動き出した第２次総合計画！
市は８月２５日、まちづくりの基本方針となる第２次弥富
市総合計画の策定に向け「第１回総合計画審議会」を開催し
ました。
審議会では、服部市長より審議会委員長の中京大学釜田
公良教授に総合計画に関することを調査審議してもらうた
めの諮問が行われました。来年11月頃には、市は審議会
より答申を受け、第２次総合計画基本構想を市議会に提案
する予定です。

海部地区inセントレア
８月３０日、中部国際空港イベントプラザで、海部地区の
ＰＲイベント「海部地区inセントレア２０１７」が開催されま
した。弥富市のきんちゃんをはじめ海部地区のゆるキャラ
たちが集合し、ＰＲステージやクイズ大会、撮影会などで
会場を盛り上げてくれました。また、各市町村のブースで
は特産品やゆるキャラグッズなどが販売されていました。
弥富市のＰＲステージでは、市の紹介をするとともに大
藤・栄南保育所の所児による踊りや大藤保存会による神楽
太鼓・浦安の舞などを披露し、大勢の観客の視線を集めて
いました。

合同避難訓練
9月4日、弥生保育所と弥生小学校にて、合同の避難訓
練が行われました。これは、地震発生による津波を想定し
た避難訓練で、小学校と合同で訓練が行われたのは今回
初めての取り組みです。訓練では、弥生保育所の全所児約
170名が弥生小学校へ歩いて避難をしました。
訓練では、弥生小学校の５，６年生が所児と手をつなぎ、
所児のライフジャケットを代わりに運んで小学校の３階の
教室まで避難を行いました。小さな所児らには歩くのが大
変な小学校の大きな段差の階段を、小学生がしっかり補助
をしながら安全に上り、たくましい姿が見られました。

百歳のお祝い
８月２９日より、数え年100歳以上の高齢者宅や施設を
市長が訪問する、ご長寿訪問が行われました。今年は、
２０名の数え100歳以上の方をお祝いしました。
３０日は、市内の特別養護老人ホーム「輪中の郷」を訪
れ、４名に祝い状と記念品を手渡しました。服部市長は、
入居者らと長寿の秘訣などを話し、会場からは笑顔が
見られました。また、市内最高齢者の岡田静子さん（満
１０３歳）は長寿の秘訣として、ローマ字を使うことと市
長に話していました。
引き続き、個人宅へも訪問を行い、２０名一人ひとり
に直接お祝いをしました。

消防団によるヘリ誘導訓練
（栄南学区コミュニティ防災訓練）

～こんな○○のご応募お待ちしております～
▼対　　象　市内に在住、在勤、在学の方
▼応募方法　�郵送の場合は写真の裏面か別紙、また、Ｅメールの場合は

メール本文に次の事項を書いて送付してください。
　　　　　　タイトル（18字程度）、写真の説明・エピソード（100字程度）
　　　　　　住所・氏名・年齢・電話番号・Ｅメールアドレス
▼応募条件
・応募者本人が撮影した作品に限ります。
・�被写体に関する肖像権は、応募者の責任において了解が得られるものと
します。また著作権は、市に帰属します。

・�写真は、解像度300万画素以上（目安）で撮影されていること、記録方式
はＪＰＥＧを推奨します。
・写真は返却いたしません。
・地区名と氏名または団体名を掲載します（匿名不可）。
▼送付先
○郵便　〒498－8501　�市役所秘書企画課広報やとみ�

「こんな○○あったがねー」係宛
 koho@city.yatomi.lg.jp

問  市役所秘書企画課（内線223）

今回は、市職員がみつけたこんな○○を紹介します！　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
このコーナーでは、市民の皆さんが撮影したまちの話題、自然・風景、地域の活動などを掲載していきます。

生ゴミから肥料を作ってたがね～
鯏浦（中六）地区にある家庭から排出される生ゴミを利用して堆肥作り

を行っている団体「生ゴミ再生工房」の活動を取材しました。生ゴミ再生
工房では床材を敷いた熟成箱に水切りした生ゴミを入れ、天日乾燥させ
ることで液体肥料が抽出され、さらに熟成中のものを二次発酵させるこ
とにより堆肥を作っています。ここででき
た肥料は生ゴミを提供していただいた方へ
優先的に配布され、また、地域の家庭菜園
や花壇用にも利用されています。
普段捨ててしまう生ゴミを利用する地球

に優しい活動です。
気になった方はぜひ一度足を運んでみて

はいかがでしょうか。
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活動拠点

2017（平成29）年 10月号 広報やとみ2017（平成29）年 10月号 広報やとみ 1011


